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近年、耕作放棄地や休耕田等を利用した放牧が全国各地で取り組まれている。低未

利用地を活用した放牧は我が国の限られた土地を有効活用するとともに、低コスト、

省力、家畜の健康増進の面から畜産経営の利益が向上する。また、景観の美化や農地

の保全にも役立つことが知られている。 

 我々、日本草地畜産種子協会では放牧の一層の推進を図るため、日本中央競馬会が

助成する低未利用地牧草導入技術開発事業（平成 17 年度～19 年度）において、林地、

野草地・耕作放棄地及び休耕田を対象に全国６カ所で放牧試験を行い、各地域の各環

境に適する牧草草種・品種の選定及び草地の造成方法を調査している。また、放牧技

術の普及・向上のための現地検討会を畜産農家及び技術者等を中心に参集し、年間３

回開催している。 

 今回は、人見牧場及び栃木県那須農業振興事務所の協力で実施している林地を活用

した放牧試験地について説明する。 

 

【人見牧場の概要】 

牧場主は人見武男氏（59 歳）であり、妻と子を含む合計 3 人で経営。当牧場は栃木

県北部の那須塩原市西岩崎にあり、肉用牛の繁殖と肥育の一貫経営で、繁殖牛 38 頭、

肥育牛 36 頭を飼養している。飼料畑が約 3.5ha あり、イタリアンライグラス及びセタ

リア等を作付けている。また、自宅から約１㎞離れたところにオーチャードグラスを

主体とした２ha の放牧地があり、平成 15 年から繁殖牛７～８頭を放牧していた。 

  林内放牧試験地(図１)はこの放牧地から約

50ｍ離れたところにあり、コナラ、クヌギ、

クリ、ヤマザクラ、エゴノキ、カエデ類等か

らなる落葉樹林（全体約 1ha、内試験地約 80

ａ）で、林床はアズマネザサが優占していた。

平成 17 年 7 月末に電気牧柵を設置し、9 月末

に試験区を造成、平成 18 年 4 月から放牧を開

始した。 
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図１．人見牧場配置図  



【林内放牧試験の目的】 

我が国の主要寒地型牧草である草種オーチャードグラス、メドウフェスク、トール

フェスク、ケンタッキーブルーグラス及びリードカナリーグラスの中から北関東の寡

照で貧弱土壌条件の林内放牧に適する草種・品種を選定するとともに、これらの牧草

に適する草地造成法を明らかにする。 

 

【放牧試験地造成の経過】 

・電気牧柵周辺の伐採、電気牧柵の設置：平成 17 年 7 月下旬 

・造成前の放牧：平成 17 年 8 月 8 日～28 日、6 頭 

・前植生の刈払い、立木の間引き：平成 17 年 9 月上旬 

・試験地の区画、施肥、牧草播種：平成 17 年 9 月 26 日、28 日 

・放牧（蹄耕法の為）：平成 17 年 9 月 29 日～10 月 5 日の 6 日間、3 頭 

・放牧：平成 18 年 4 月 21 日から 11 月 24 日までの期間内で 64 日間、延べ 190 頭 

 

【材料及び方法】 

◆放牧牛：黒毛和種繁殖牛 

◆草種・品種比較試験：5 草種 14 品種（3 反復）、播種量 2.0 kg/10a。 

 

草 種 名 品 種 名 

オーチャードグラス 
アキミドリⅡ、はるねみどり、トヨミドリ、

ハルジマン 

メドウフェスク ハルサカエ、リグロ 

トールフェスク 
ホクリョウ、ウシブエ、ナンリョウ、サザン

クロス 

ケンタッキーブルーグラス トロイ、Lato 

リードカナリーグラス パラトン、ベンチャー 

 

◆草地造成法比較試験：マクロシードペレット法、蹄耕法、簡易耕起法（2 反復）。 

上記 5 草種のイネ科牧草とシロクローバの混播。 

播種量 2.2kg/10a。 

◆施肥量（10a 当たり） 

  基肥（平成 17 年）：苦土石灰 100 ㎏、熔燐 15 ㎏、N、P２O５、K２Oを各 8 ㎏。 

    追肥（平成 18 年）：7 月及び 9 月にN、P２O５、K２Oを各 3.0 ㎏、3.0 ㎏、2.0 ㎏。 

            11 月にN、P２O５、K２Oを各 3.0 ㎏、4.0 ㎏、3.0 ㎏。 

◆調査項目：発芽の良否、発芽数、放牧前後の草丈・被度・草量、採食程度、照度、

牧草成分、土壌成分 
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